
果実等生産出荷安定対策事業［拡充］
【５，６００（５，４２０）百万円】

対策のポイント

果樹の流通・消費構造の変化に対応した生産・流通・加工体制を整備す

る観点から、果樹の改植及び未収益期間対策、加工流通対策等を強化する

とともに、果実の計画生産・出荷の推進や需給安定対策の的確な実施を図

ります。

＜背景／課題＞

・果樹にあっては、流通・消費構造の変化に対応した生産・流通・加工分野の構造改革

が急務とされています。また、永年性作物である果樹については、不安定な果実の価

格が経営を圧迫し、未収益期間を伴う改植が進まない状況となっています。

・さらに、猛暑・干ばつ、豪雪等の異常気象の発生度合が高まっており、需給の安定や

果実の品質確保への影響が懸念されます。

政策目標

果樹産地面積のうち優良果実供給面積の増加

（５％（平成25年度）→ 10％（平成30年度））

＜主な内容＞

１．改植及び未収益期間対策の着実な推進や新品種の急速普及体制の構築

果樹の優良品目・品種への転換を加速するため、改植及び未収益期間に対する支

援について、新たに主要落葉果樹（ぶどう、なし等）の改植支援の定額化、産地計画

に位置付けられた同一品種の優良系統への改植等を支援します。

また、新品種の普及を加速するため、穂木の配布用母樹の育成・維持体制の整備を

行います。

さらに、果樹園地の作業性を向上させるため、引き続き園内道やかん水施設など、

小規模土地整備基盤整備を推進します。

２．果実の需給安定や流通・消費構造の変化に対応した加工流通対策の推進

計画生産・出荷の推進や緊急的な需給調整対策、自然被害果実の流通対策を推進

するとともに、流通・消費構造の変化に対応するため、品質保持技術を活用したカ

ットフルーツ等の新たな需要に対応した取引形態の実証や加工専用果実の低コスト

生産流通体制の構築等による加工流通対策を総合的に行います。

補助率：定額、定額（１/２相当）、６/10、１/２、１/３

事業実施主体：（公財）中央果実協会、民間団体

［お問い合わせ先：生産局園芸作物課 （０３－３５０２－５９５７）］

資料４
［平成27年度予算概算要求の概要］

takehiko_hayase
長方形



産
地
の
課
題

果
樹
対
策
の
主
な
見
直
し
・
推
進
方
向

果 樹 農 家 の 経 営 安 定

高 品 質
果 実 の 安 定 供 給 加 工 対 策

改
植
・
未
収
益
期
間
対
策
の
強
化

新
品
種
の
急
速
普
及
体
制
の
構
築

《
運
用
の
見
直
し
事
項
》

・
新
技
術
導
入
要
件
を
緩
和
し
、
産
地
計
画
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
同
一
品
種
の
優
良
系
統
へ
の
改
植
を
新
た
に
支
援
。

・
改
植
支
援
に
加
え
、
産
地
が
特
に
規
模
拡
大
を
志
向
す

る
新
品
種
に
つ
い
て
、
新
植
の
一
部
を
新
た
に
支
援
。

・
苗
木
生
産
に
必
要
な
穂
木
の
配
布
用
母
樹
の
育
成
・
維
持
体
制

の
整
備
等
に
よ
り
、
新
品
種
の
普
及
を
加
速
化
。

需
給
対
策
の
推
進

・
計
画
生
産
出
荷
、
出
荷
集
中
時
の

生
果
の
加
工
仕
向
け
、
自
然
災
害

被
害
果
実
の
区
分
流
通
等
に
対
す

る
支
援
を
実
施
。

加
工
用
果
実
安
定
供
給
支
援
対
策

・
加
工
専
用
果
実
を
安
定
供
給
す
る
生

産
者
に
対
し
、
選
別
・
出
荷
等
に
必
要

な
掛
か
り
増
し
経
費
に
つ
い
て
支
援
を

実
施
。

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

皮
ご
と
食
べ
ら
れ
、

食
味
の
優
れ
た
ぶ
ど
う

○
不
安
定
な
果
実
の
価
格
が
経
営
を
圧
迫
す
る
中
、

高
値
で
取
引
で
き
る
優
良
品
目
･品
種
へ
の
転
換
の

加
速
化
が
必
要
。

・
落
葉
果
樹
の
改
植
実
績
は
、
か
ん
き
つ
・
り
ん
ご
よ
り
低
く
、

転
換
に
遅
れ
。

○
お
も
て
年
・
う
ら
年
に

加
え
、
異
常
気
象
の
発

生
度
合
が
高
ま
っ
て
お

り
、
需
給
の
安
定
や
果

実
の
品
質
確
保
へ
の

影
響
を
懸
念
。

○
生
食
と
加
工
用
の
価
格

差
は
大
き
く
、
加
工
原
料

の
農
家
手
取
り
を
上
げ
る

に
は
、
低
コ
ス
ト
・
省
力
化

等
に
よ
る
｢裾
も
の
｣か
ら

の
脱
却
が
必
要
。

果 樹 産 地 の 競 争 力 強 化 ・ 園 地 や 担 い 手 の 確 保

母
樹
の
育
成
（ぶ
ど
う
）

技
術
導
入
を
加
味
し
た
「
産
地
計
画
」
の
策
定
産
地
に
対
し
、
以
下
の
施
策
に
よ
り
集
中
的
に
支
援

安
定
的
な
生
産
･供
給
体
制
の
確
立
が
必
要

高
品
質
果
汁
生
産
へ
の
支
援

・
果
汁
製
品
の
高
品
質

化
設
備
の
導
入
に
対

す
る
支
援
を
実
施
。

新
た
な
果
樹
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

（
平
成
27
年
度
予
算
概
算
要
求
額
5,
60
0（
5,
42
0）
百
万
円
）

【
改
植
】
み
か
ん
：
定
額
２
２
万
円
/
１
０
ａ

り
ん
ご
：
定
額
１
６
万
円
/
１
０
ａ
（
普
通
栽
培
）

定
額
３
２
万
円
/
１
０
ａ
（
わ
い
化
栽
培
）

そ
の
他
果
樹
：
補
助
率
１
/
２
以
内

【
未
収
益
】
定
額
２
０
万
円
/
１
０
ａ
（
５
万
円
/
年
×
４
年
分
）

現
行
対
策

太
秋
（
た
い
し
ゅ
う
）

（
食
感
・
食
味
に
優
れ
た
か
き
）

実
施
面
積
（
割
合
）

実
施
面
積
（
割
合
）

み
か
ん

1,
80

0 
ha
（
38

 %
）
か
き

90
 h
a（

2 
%
）

り
ん
ご

1,
40

0 
ha
（
30

 %
）
く
り

90
 h
a（

2
%
）

そ
の
他
か
ん
き
つ

80
0 
ha
（
17

 %
 ）
な
し

50
 h
a（

1 
%
）

ぶ
ど
う

13
0 
ha
（

3 
%
）
そ
の
他

34
0 
ha
（

7 
%
）

※
割
合
は
全
事
業
実
施
面
積
（
４

,７
０
０

ha
）
に
対
す
る
品
目
別
実
施
面
積
の
割
合
。

・
人
気
あ
る
新
品
種
の
苗
木
が
不
足
し
、
入
手
し
に
く
い
た
め
、

普
及
に
支
障
。

・
新
品
種
の
普
及
に
あ
た
り
、
改
植
だ
け
で
は
栽
培
適
地
の

確
保
に
限
界
。

ぽ
ろ
た
ん

（
渋
皮
が
簡
単
に
む
け
る
く
り
）

低
コ
ス
ト
栽
培
実
証

・
加
工
専
用
果
実
の
生

産
に
係
る
低
コ
ス
ト
・
省

力
化
栽
培
実
証
に
対
す

る
支
援
を
実
施
。

（
改
植
事
業
を
活
用
）

緊
急
需
給
調
整

特
別
対
策
事
業

低
品
位
果
実
を
一
時
的
に

市
場
隔
離
（
ジ
ュ
ー
ス
原
料

に
転
用
）
し
、
価
格
の
安
定

を
図
る

み
か
ん
単
収
の
推
移

注
：
お
も
て
年
;奇
数
年
、
う
ら
年
;偶
数
年

1,
50
0

1,
70
0

1,
90
0

2,
10
0

2,
30
0

10a当たり収量（kg）

加
工
仕
向

（
通
常
原
料
）

●
月
●
日
●
月
●
日

当
初
の
用
途
別
仕
向
計
画

実
際
の
仕
向
実
績

●
月
●
日
●
月
●
日

生 食 用

生
食
向

90
%

加
工
向

10
%

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん 価
格
差
：

７
～

17
倍

生
食
用
：
16

7円
/k

g程
度

果
汁
用
：
10
円

/k
g程
度

缶
詰
用
：
25
円

/k
g程
度

加
工
向

10
％ 生
食
向

90
％

加
工
仕
向

（
通
常
原
料
）

市
場
隔
離

生 食 用

・
ぶ
ど
う
、
な
し
、
も
も
、
か
き
、
く
り
等
の
主
要
落
葉
果
樹
等

の
改
植
支
援
に
つ
い
て
、
１
／
２
補
助
か
ら
定
額
補
助
へ
。

１



年
度
別
転
換
面
積
（
ha
）
累
計
転
換
面
積
（
ha
）

21
年
度
(実
績
)

４
７
９

４
７
９

(0
.2
%
)

22
年
度
(実
績
)

６
７
４

１
,１
５
３

(0
.5
%
)

23
年
度
(実
績
)

８
２
６

１
,９
７
９

(0
.8
%
)

24
年
度
(実
績
)

１
,１
０
４

３
,０
８
３

(1
.2
%
)

25
年
度
(実
績
)

１
,１
３
２

４
,２
１
５

(1
.7
%
)

26
年
度
(目
標
)

－
７
,６
４
１

(3
.0
%
)

<
<
 果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
>
>

推
進
事
業
(生
産
構
造
の
改
革
)

補
助
率
：
１
/
２
以
内

注
）
対
象
品
目
の
果
樹
共
済
の
加
入
率
が
道
府
県
の
平
均
以
上
等
の
要
件
を
満
た
す
必
要

◆
労
働
力
調
整
シ
ス
テ
ム
の
構
築
◆

◆
担
い
手
支
援
（
園
地
流
動
化
）

情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
◆

◆
新
技
術
の
導
入
支
援
◆

◆
販
路
開
拓
の
推
進
強
化
◆

◆
大
苗
育
苗
ほ
の
設
置
◆

※
 母
樹
の
育
成
・維
持
施
設
の
整
備
を
含
む

◆
輸
出
促
進
の
実
証
◆

※
  
事
業
実
施
期
間

平
成
２
７
年
度
～
３
１
年
度

※
  
補

助
率

１
/
 ２
以
内
、
定
額

※
  
事
業
実
施
主
体

農
業
者
、
農
業
者
団
体
等

◆
小
規
模
園
地
整
備
(園
内
道
の
整
備
、
傾
斜
の

緩
和
、
土
壌
土
層
改
良
、
か
ん
水
施
設
）
等
◆

補
助
率
：
１
/
２
以
内

整
備
事
業
(生
産
基
盤
の
改
善
)

◆
優
良
品
目
・
品
種
へ
の
改
植
・
高
接
等
◆

<
<
 果
樹
未
収
益
期
間
支
援
事
業
>
>

●
面
積
単
価
×
支
援
年
数
を
一
括
交
付

5万
円
/1
0a

 ×
改
植
の
翌
年
か
ら
4年
分
（
下
限
面
積
：
５
a）

※
改
植
後
の
未
収
益
期
間
（
５
年
間
）
の
う
ち
、
改
植
初
年
度
を
除
い
た
４
年
間
の

果
樹
の
育
成
経
費
の
一
部
を
定
額
で
補
助
。

※
果
樹
の
改
植
1年
目
の
諸
経
費
は
改
植
事
業
（
果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
）

で
支
援
。

(
参
考
1
)
未
収
益
期
間

(
参
考
2
)改
植
後
の
育
成
経
費
(
肥
料
代
な
ど
)

５
年
程
度
（
早
期
成
園
の
場
合
）

1
0
万
円
/
1
0a
程
度

※
  
事
業
実
施
期
間

平
成
２
７
年
度
～
３
１
年
度

※
果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
を
活
用
し
て
優
良
品
目
・
品
種
へ
の
改
植
を

行
っ
た
担
い
手
に
対
し
て
、
改
植
後
の
未
収
益
期
間
を
支
援
。

<
<
果
樹
栽
培
面
積
に
対
す
る
優
良
品
目
・
品
種
へ
の
累
積
転
換
面
積
>
>

注
：
（
）
内
の
数
値
は
果
樹
園
地
面
積
に
対
す
る
累
計
転
換
面
積
の
割
合
で
あ
る
。

改
植 ・
す
べ
て
の
果
樹

補
助
率
：
１
/
２
以
内

・
か
ん
き
つ
、
り
ん
ご

補
助
率
：
定
額

・
ぶ
ど
う
、
な
し
、
も
も
、
か
き
、
く
り
等
の
主
要
落
葉
果
樹
等

補
助
率
：
定
額

み
か
ん
：
2
2
万
円
/
1
0
a

り
ん
ご
：
1
6
万
円
/
1
0
a（
普
通
栽
培
）

3
2
万
円
/
1
0
a（
わ
い
化
栽
培
）

高
接

果
実
等
生
産
出
荷
安
定
対
策
事
業
①
（
改
植
の
推
進
、
基
盤
整
備
等
）

○
果
樹
産
地
の
収
益
力
の
強
化
と
農
業
者
の
経
営
安
定
を
図
る
観
点
か
ら
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
優
良
品
目
・
品
種
へ
の
転
換
、

高
品
質
化
を
加
速
す
る
た
め
、
改
植
及
び
未
収
益
期
間
に
対
す
る
支
援
を
実
施
。

○
あ
わ
せ
て
、
園
内
道
整
備
、
傾
斜
の
緩
和
等
に
よ
る
園
地
の
基
盤
整
備
等
を
推
進
。

２

【
平
成
2
7
年
度
予
算
概
算
要
求
額
5
6
億
円
】

※
新
技
術
導
入
要
件
を
緩
和
し
、
産
地
計
画
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
同
一
品
種
の
優
良
系
統
へ

の
改
植
を
新
た
に
支
援

※
産
地
が
特
に
規
模
拡
大
を
志
向
す
る
新
品
種
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
（
産
地
計
画
で
対
象
品
種

や
目
標
面
積
を
定
め
る
と
と
も
に
、
農
家
ご
と
の
対
象
面
積
の
上
限
を
設
け
て
実
施
す
る
等
）
の
下
で

新
植
を
新
た
に
支
援
（
検
討
中
）

新
植

・
す
べ
て
の
果
樹

補
助
率
：
１
/
２
以
内



○
果
樹
は
、
生
産
年
に
よ
り
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
、
特
に
、
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
は
「
お
も
て
年
・
う
ら

年
」
の
傾
向
が
強
い
こ
と
か
ら
、
需
要
に
あ
っ
た
生
産
出
荷
が
重
要
な
課
題
。

○
こ
の
た
め
、
計
画
的
な
生
産
出
荷
に
対
す
る
支
援
や
、
価
格
低
落
時
の
緊
急
的
な
加
工
仕
向
け
に
対
す
る
支
援
を
実
施
。

果
実
等
生
産
出
荷
安
定
対
策
事
業
②
（
需
給
調
整
の
推
進
）

<
<
 果
実
需
給
安
定
等
対
策
事
業
>
>

・
摘
果
の
推
進
指
導
な
ど
計
画
的
生
産
出
荷
に
対
す
る
指
導
及
び
大
幅
な
生
産
出
荷
調
整

が
必
要
な
場
合
の
取
組
を
支
援

◆
計
画
的
生
産
出
荷
の
促
進
◆
（
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
、
り
ん
ご
）

果
実
計
画
生
産
推
進
事
業

補
助
率
：
１
/
２
以
内

緊
急
需
給
調
整
特
別
対
策
事
業

果
汁
特
別
調
整
保
管
等
対
策
事
業

補
助
率
：
定
額
、
１
/
２
以
内

◆
被
害
果
実
製
品
の
調
整
保
管
◆

・
被
害
果
実
の
製
品
化
に
要
す
る
資
金
の
金
利
（
定
額
）
、
低
温
倉
庫
保
管
料
（
1/
2以
内
）
等
を

支
援
。

※
  
事
業
実
施
期
間

平
成
２
７
年
度
～
３
１
年
度

※
  
補

助
率

１
/
 ２
以
内
、
定
額

※
  
事
業
実
施
主
体

農
業
者
団
体
、
民
間
団
体
等

補
助
率
：
１
/
２
以
内

◆
被
害
果
実
加
工
利
用
の
促
進
◆

・
被
害
果
実
の
区
分
流
通
促
進
、
出
荷
掛
か
り
増
し
経
費
（
運
搬
費
、
一
時
保
管
費
）
等
を
支
援
。

◆
被
害
果
実
の
消
費
拡
大
◆

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
る
消
費
宣
伝
、
被
害
果
実
の
加
工
製
品
の
販
売
促
進
等
を
支
援
。

自
然
災
害
被
害
果
実
加
工
利
用
促
進
等
対
策
事
業

①
計
画
生
産
出
荷
、
緊
急
需
給
調
整
特
別
対
策

②
自
然
災
害
被
害
果
実
緊
急
対
策
事
業

緊
急
需
給
調
整
特
別
対
策
事
業
実
績

発
動
年
次

品
目

発
動
期
間
（
選
果
日
）

加
工
仕
向
量
実
績

平
成
1
9
年

み
か
ん

1
1
月
2
4
日
～
1
2
月
9
日

1
4
,6
7
7
ﾄ
ﾝ

平
成
2
0
年

み
か
ん

1
0
月
2
2
日
～
1
0
月
3
1
日

3
,0
0
9
ﾄ
ﾝ

平
成
2
1
年

み
か
ん

1
0
月
2
0
日
～
1
0
月
2
9
日

3
,5
3
0
ﾄ
ﾝ

み
か
ん

1
1
月
1
9
日
～
1
2
月
9
日

6
,8
6
8
ﾄ
ﾝ

り
ん
ご

1
1
月
2
7
日
～
1
2
月
6
日

7
5
7
ﾄ
ﾝ

平
成
2
4
年

み
か
ん

1
0
月
2
0
日
～
1
0
月
3
1
日

2
,4
1
2
ﾄ
ﾝ

◆
一
時
的
な
出
荷
集
中
時
に
緊
急
的
に
生
食
用
果
実
を
加
工
原
料
用
に
仕
向
け
る
措
置
を
支
援
◆

（
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
、
り
ん
ご
）

補
給
金
単
価
：
定
額

・
生
食
用
果
実
を
緊
急
的
に
加
工
原
料
用
に
仕
向
け
た
場
合
の
掛
か
り
増
し
経
費
（
選
果
経
費
、
一
時

保
管
費
、
加
工
工
場
へ
の
運
賃
）
の
一
部
を
支
援

加
工
仕
向

（
通
常
原
料
）

生
食
用

加
工
仕
向

（
通
常
原
料
）

生
食
用

市
場
隔
離

●
月
●
日
●
月
●
日

当
初
の
用
途
別
仕
向
計
画

実
際
の
仕
向
実
績

●
月
●
日
●
月
●
日

＜
緊
急
需
給
調
整
の
イ
メ
ー
ジ
＞

通
常
原
料

市
場

加
工
工
場

Ａ
農
家

Ｂ
農
家

…
Ｚ
農
家

加
工
原
料

用
果
実

低
品
位
果
実

生
食
用
果
実
(選
果
基
準
ク
リ
ア
)

選
果
場

市
場
隔
離

３

【
平
成
2
7
年
度
予
算
概
算
要
求
額
5
6
億
円
】



○
コ
ン
ビ
ニ
の
カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
や
学
校
給
食
用
果
実
な
ど
、
新
た
な
川
下
の
需
要
に
対
応
し
た
国
産
果
実
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構

築
を
支
援
。

〈
〈
国
産
果
実
需
要
適
応
型
取
引
手
法
実
証
事
業
〉
〉

・
近
年
、
ｶ
ｯ
ﾄﾌ
ﾙ
ｰ
ﾂ
等
の
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
果
実
や
、
地
産
地
消

に
取
り
組
む
学
校
給
食
用
果
実
の
需
要
が
増
加
。

・
国
産
果
実
の
販
路
を
維
持
・
拡
大
し
、
取
引
先
と
の
間
で
合
理
的
な

価
格
形
成
を
進
め
る
た
め
に
は
、
変
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
。

・
一
方
、
需
要
に
対
応
し
た
生
産
方
法
の
確
立
や
ロ
ッ
ト
の
確
保
が
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
取
組
は
進
ん
で
い
な
い
。

生
産
出
荷
団
体
等
が
、
国
産
果
実
の
新
た
な
取
引
実
証
を
行
う
際

に
必
要
と
な
る
以
下
の
取
組
に
係
る
経
費
を
支
援
。

【
支
援
対
象
の
取
組
】

１
取
引
に
係
る
供
給
・
販
売
計
画
の
策
定

２
取
引
の
実
施

①
需
要
に
応
じ
た
安
定
生
産
・
出
荷
へ
の
取
組

②
流
通
の
多
様
化
・
低
コ
ス
ト
化
等
へ
の
取
組

③
需
要
拡
大
へ
の
取
組

実
施
方
法

補
助
率
：
定
額

【
実
証
テ
ー
マ
の
例
】

※
特
に
推
進
す
べ
き
実
証
テ
ー
マ
を
定
め
、
そ
れ
に
即
し
た
取
組
を
支
援
。

①
品
質
保
持
技
術
を
活
用
し
た
カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
等
新
た
な
荷

姿
対
応
取
引
型

②
学
校
給
食
取
引
型
（
地
元
や
姉
妹
都
市
の
学
校
給
食
用
出
荷
）

③
加
工
・
業
務
用
取
引
型
（
生
搾
り
ジ
ュ
ー
ス
ス
タ
ン
ド
等
へ
の
出
荷
）

④
出
荷
期
間
延
長
対
応
型
（
従
来
の
シ
ー
ズ
ン
外
に
出
荷
）

課
題

果
実
等
生
産
出
荷
安
定
対
策
事
業
③
（
果
実
の
流
通
対
策
）

４

【
平
成
2
7
年
度
予
算
概
算
要
求
額
5
6
億
円
】



○
 

加
工
専

用
果
実
の

生
産
に
お
け
る
低
コ
ス
ト

・
省

力
化
栽
培

技
術

の
採

用
に
よ
る
目

標
取
引
価
格
（
み
か
ん
の
場
合
：
40
円
/k

g以
下
）
 

 
の

達
成
。
 

○
 

効
率
的
に

高
品
質

な
ス
ト
レ
ー
ト
果
汁
を
製

造
す

る
た
め
の

高
性

能
・

高
機
能
搾

汁
機

や
長
期
保
存
設
備
の
整
備
に
よ
る
大
量
流
通
・
販
 

 
売

へ
の
対

応
強
化
。
 

○
 

例
え
ば

機
能
性
等
を
訴
求
し
た
高
付
加
価

値
商
品

の
開
発
に

よ
る

商
品

単
価
の
向

上
（

原
料
価
格
の
向
上
）
。
 

 
<
<
加

工
専

用
果

実
生
産

支
援
事
業

>>
 

・
 低

コ
ス
ト
・
省

力
化

栽
培
技
術
の
実
証
に
対
す
る
支

援
 

 

○
β-
ク
リ
プ
ト
キ
サ
ン
チ
ン
高
含
有

 
   

 「
Ｐ
Ｏ
Ｍ

 
ア
シ
タ
ノ
カ
ラ
ダ
み
か
ん

 
   

 ジ
ュ
ー
ス
」

 
（
農
研
機
構
果
樹
研
究
所
・
㈱
え
ひ
め
飲
料
）

 
・
果
汁

製
品

の
高

品
質
化
設
備
の
導
入

 

・
長
期

保
存

施
設

等
の
導
入

 

・
旧
型

設
備

等
の

廃
棄

 

・
新
商

品
開

発
へ

の
支
援

 

○
手

が
掛

け
ら
れ

な
い
園

地
等
に

 
 
お
い
て

 低
コ
ス
ト
・
省

力
化

栽
培
技

 
 
術
を
採

用
 

○
低
コ
ス
ト
省
力
化
栽
培
の
採
用
に
よ
り
、

 
 
・
収
量
２
倍

 
 
・
労
働
時
間
５
割
削
減

 
 
・
労
働
経
営
費
２
割
減

 

・
発
が
ん
抑
制
効
果

 
・
骨
密
度
低
下
の
予
防
な
ど

 

風
味
を
最
大
限
活
か
す
た
め
、
ス
ト
レ
ー
ト
果
汁
を
空
気

に
触

れ
な
い
状
態
で
搾
る
密
閉
製
法

 

支
援

内
容

 
高

性
能

・
高
機

能
搾
汁

機
（
例
）
 

・
収
量
増
加
に
繋
が
る
剪
定
方
法
の
改
善

 

・
鶏
ふ
ん
や
緑
肥
等
の
有
効
活
用
に
よ
る
施
肥
方
法
の
改
善
や
防
除

 
 

 

  作
業
の
省
力
化
に
よ
る
資
材
費
の
低
減

 

・
着
色
管
理
・
摘
果
、
調
製
作
業
の
省
略
に
よ
る
作
業
時
間
の
低

減
 

実
証

す
る
技

術
（
例

）
 

資
料
：
日
本
食
品
標
準
成
分
表

 

（
例

）
 

果
実
等
生
産
出
荷
安

定
対

策
事

業
 ④

 （
果

実
の
加

工
対

策
）
 

【
平
成

2
7
年
度
概
算
要
求
額

 
5
6
億
円
】
 

 
<
<
国
産

果
汁
競

争
力
強
化
事
業

>>
 

５
 



○
加
工
専
用
果
実
に
よ
る
、
高
品
質
果
汁
の
生
産
及
び
大
規
模
流
通
・
販
売
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
原
料
を
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
の
流
通
体
制
及
び
低
コ
ス
ト
省
力
栽
培
技
術
の
定
着
が
必
要
。

○
こ
の
た
め
、
低
コ
ス
ト
省
力
栽
培
が
定
着
す
る
ま
で
の
間
、
産
地
と
加
工
場
と
の
間
で
契
約
取
引
及
び
等
級
別
取
引
価
格
の
設

定
を
行
っ
た
場
合
に
、
高
品
質
加
工
原
料
の
選
別
・
出
荷
に
必
要
な
掛
か
り
増
し
経
費
に
つ
い
て
支
援
を
実
施
。

６

共
同
選
果
施
設

果
汁
工
場

○
産
地
か
ら
の
高
品
質
な
原
料
の
安
定
供
給

に
よ
り
ス
ト
レ
ー
ト
果
汁
等
の
生
産
が
可
能

○
加
工
専
用
果
実
生
産
ほ
場

低
コ
ス
ト
栽
培
技
術
）
の
導

入
に
よ
り
規
模
拡
大
と
安

定
供
給

○
生
果
の
機
械
選
別

青
果
市
場
向
け
の
糖
酸
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
機

械
選
別
（
糖
酸
度
、
外
観
、
浮
き
皮
等
）

○
生
果
生
産
ほ
場
（
従
来
）

○
青
果
市
場
等

搬
送
経
費
の
支

援

生
果
向
け

現
状
単
価
：
10
円

/k
g

上
位
等
級
（
糖
度

11
）
：
40
円

/k
g

下
位
等
級
（
限
定
無
し
）
：
25
円

/k
g

等
級
別
原
料
価
格
の
設
定
（
例
）

共
同
集
荷
場

・
外
観
・
サ
イ
ズ
で
選
別

・
裾
も
の
は
無
選
別
の
ま
ま
ほ

場
破
棄
ま
た
は
果
汁
工
場
へ

・
ほ
場
毎
に
一
定
の
糖
度
や

酸
度
に
対
す
る
検
査
と
格
付

け
の
実
施○
生
果
向
け
収
穫
調
整

○
果
実
の
選
果
に
必
要
な
掛

か
り
増
し
経
費
へ
の
支
援

・
加
工
用
向
け
の
選
別
実
施

（
腐
れ
、
病
気
果
等
の
除

去
）

○
果
実
の
集
荷
に
必
要
な
掛

か
り
増
し
経
費
へ
の
支
援

ロ
ッ
ト
を
確
保
し
契
約

先
の
工
場
へ
出
荷

搬
出
経
費
の

支
援

一
時
保
管
、
出
荷
調
整

の
実
施

低
コ
ス
ト
・
省
力
化
栽
培
技
術
実
証
へ
の
支
援
（
別
事
業
）

生
産
者

農
業
者
団
体

商
品
開
発
果
及
び
果
汁

製
品
の
高
品
質
化
設
備

等
の
導
入
へ
の
支
援
（
別

事
業
）

契
約
取
引
及
び
等
級
別
取
引
価
格
の
設
定

○
果
汁
工
場

・
濃
縮
還
元
果
汁
（
原
料

10
円

/k
g）

裾
も
の
破
棄

生
果
の
作
柄
で
出
荷
量
に
バ
ラ
ツ
キ
、
無
選
果
（
低
糖
度
、
病
気
果
等
含
む
）

裾
も
の

選
果
落
ち

生
果

○
加
工
専
用
果
実
の
流
通
と
支
援
内
容
（
裾
も
の
脱
却
に
対
す
る
掛
か
り
増
し
経
費
を
定
額
で
支
援
）
※
支
援
水
準
に
つ
い
て
は
検
討
中

○
生
果
の
流
通
体
制
（
既
存
）

（
実
施
イ
メ
ー
ジ
）

果
実
等
生
産
出
荷
安
定
対
策
事
業
④
（
果
実
の
加
工
対
策
）

【
平
成
2
7
年
度
概
算
要
求
額
5
6
億
円
】

<
<
加
工
専
用
果
実
流
通
体
制
確
立
支
援
事
業
>
>

６
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